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 13番 中川昌也 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１、差別や偏見のない社会を

実現するための、「人権が 

尊重される街づくり条

例」の制定について 

 

【質問趣旨】 

このところ、北京オリンピッ

クやコロナ感染者に対する

SNS などを使った謂れのない

誹謗中傷が横行し、情報化が

進む中、社会全体で取り組ま

なければならない、深刻な社

会問題となっています。 

差別や偏見のない社会を実現

するためには、どう対処して

いくかが重要で、これまでの

ように国や県に任せておくだ

けでなく、自治体自ら積極的

に取り組むべきものだと思い

ます。 

 

         （続く） 

 

 

 

 

 

 

(1) SNSなどを使った誹謗中

傷の実態と、これまでの

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)差別や偏見問題に対す

る、これまでの対策につい

て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① SNS などを使った誹謗中傷が拡大する要因として、その定義が存在しないことが

課題だと思います。そこで、SNSなどを使った誹謗中傷になる対象範囲について、

市の考えを伺います。 

 

② ①の市内での被害等の発生実態を、市はどのように把握しているのか伺います。 

 

③  ②で把握した実態に対して、どのように対処してきたのか、これまでの市の取り

組み内容を伺います。 

 

④ これまでの市の取り組みを踏まえて、SNS などを使った誹謗中傷を改善するため

に、今後、何が必要なのか、また、それを実行するためにどのような課題がある

のか伺います。 

 

① 差別や偏見の市内での実態について、市の考えを伺います。 

 

② ①の市内での発生実態を、市はどのように把握しているのか伺います。 

 

③ ②で把握した実態に対してどのように対処してきたのか、これまでの市の取り組

み内容を伺います。 

 

④ これまでの市の取り組みを踏まえて、差別や偏見のない社会を実現をするため

に、今後、何が必要なのか、また、それを実行するためにどのような課題がある

のか伺います。 
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 13番    中川昌也 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

そこで、今回の質問は、それ

らの認識として共有できる部

分を確認したうえで、私なり

の提案をさせていただき、更

に、提案の実現の可能性につ

いて市の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 瀬戸市独自の条例の制

定について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 市民への情報発信につ

いて 

① 差別や偏見のない社会を実現することを目的にした条例を制定している先進自

治体が多数ありますが、現時点で瀬戸市が条例を制定しない理由を伺います。 

 

②  SNSなどを使った誹謗中傷や差別や偏見に対する対策は、義務教育段階からの人

権教育だけでなく、社会人に対して何らかの制約を設ける必要があるのではない

かと思います。そうした意味で、自治体の条例が果たす役割と効果をどのように

考えているのか伺います。 

 

③ 差別や偏見のない社会を実現するためにも、早期の条例制定を進めていくことが

有効な方法だと考えますが、市は今後どのようにしていこうと考えているのか。

また、いつまでにそれを実行するのかという意気込みを伺います。 

 

 

①  差別や偏見のない社会を実現するためには、罪の意識無く SNS などを使い誹謗

中傷する人や、差別的な発言や行動をする人に対する、自治体からの発信力が問

われると思います。そうした取り組みとして、何ができるのか、市の見解を伺い

ます。 

 

②  情報発信の強化は、市民との信頼関係を深めることにもつながると思います。

そうした改善について、市の考えと、いつまでにそれを実行するのかという意気

込みを伺います。 

 

 

 

 


